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MAXIがXRBを検出した天体 
(青字はスーパーバーストの検出)	

MAXIが観測したXRB源の分布(背景はGSCによる全天画像)。 
●は通常の type-I バースト。●はスーパーバースト。	

左図はMAXIでXRBが観測された天体のひと
つ、H 1636-536の光度曲線で、1点がMAXI
の1スキャンに対応している。この中からXRB
が起きたと思われる明るい点を抜き出すため
に、各点とその前後3点ずつ(計6点)の平均と
を比較し、平均の3倍より明るい点をバースト
候補とした(青)。また、これらの明るい点が本
当にバーストであるかを確認するために、各
スキャンで1秒毎の光度曲線を描いたのが右
図である。MAXIは、スキャン中に有効面積が
変化するため、有効面積の補正をして正しく
光度の変化を調べる必要がある。 そのまま(左列)では実際の天体の変動がわからないが、有効面積で補正することで、天体の変動

を調べることができる(右列)。この例では上段のスキャンでは明るさはほぼ定常で、バーストでは
ないが、下段はスキャンの途中で急な増光が見られ、バーストであることがわかる。	

有効面積の補正	

GRBと同様、MAXIの1スキャンのみで見
える天体現象にX線バースト(XRB)があ
る。XRBはGRBと異なり、同じバースト源
が何度もバースト起こすため、過去の観
測から位置が正確に決められている。こ
れらの天体の位置と、新たに発生した
バーストの位置を比較することで、GRB
なのかXRBなのかを見分けている。右の
図はMAXIがXRBを観測した天体の分布
である。背景の明るいX線源と似た分布
をしており、銀河面に集中していることが
わかる。 

左の図はMAXIが観測したGRBのfluxとhardnessの分布
を示したもので、他の衛星でも同時観測されたもの(○印)
に比べて、MAXIだけが観測したもの(▲印)は左下に偏っ
ていることがわかる。更に、Fermi衛星(橙)とSwift衛星(緑)
の視野に入っていたにもかかわらずそれらの衛星では観
測できなかったものを丸で囲んだ。このように、MAXIは
FermiやSwiftと比べても、ソフトで暗いバーストに対して高
い感度を持つことがわかる。またlogN-logP図(右)では、同
時観測されたもの(青)に比べてMAXIのみで観測されたも
の(赤)の方が暗い方まで傾きが急であり、−3/2に近い。こ
のことは、典型的なGRBが宇宙論的な距離にあるのに対
して、MAXIでのみ観測されるソフトで暗いバーストはより
近傍に分布していることを示しているのかもしれない。 

赤方偏移の影響がないとき 
傾き −3/2 

　全天X線監視装置(MAXI)は観測開始からの4年半の間に約40のガンマ線バーストをとらえた。 そのうち約3分
の2は他の衛星等では観測されていない。これらは、 暗い、またはソフトなスペクトルを持つものが多いことがわ
かっている。 ガンマ線バーストと同様にMAXIの1スキャンのうちに激しく変動する 現象としてX線バーストがある。
時間変動の様子や強度などから ガンマ線バーストと区別することは難しいが、X線バーストのほとんどは 既知の
天体からのものであるので、見分けることができる。 以下では、MAXIが観測したガンマ線バーストの特徴や、 既
知のX線バースト源の公開データの中からX線バーストを探査した 結果などについて報告する。 
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MAXIは全天の2%をカバーする比較的広
い視野を持っている。また、イメージングが
できるため、Fermi衛星のGBMなどと比較
するとバックグラウンドを低くおさえることが
できるため、小さい有効面積にもかかわら
ず高い感度を得ることができる。右の図は
MAXIが観測した40のGRB(afterglowは除
く)の天球上での分布である。銀河面や特
定の方向に偏っているわけではなく、全天
に分布していることがわかる。 
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MAXIが観測したGRB (* は afterglow)	

MAXIが観測したGRBの分布(背景はGSCによる全天画像)。 
●は他の衛星との同時観測。●はMAXIのみの観測。	

ガンマ線バーストの観測 

MAXI+other ○ 
Only MAXI   ▲ 
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X線バーストの観測 
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